
町 勢 要 覧

与論町最終処分場完成
（　立長　リサイクルセンター横　）

　　鹿児島県与論町

共 に 創 ろ う 未 来 へ の 架 け 橋
〜 元 気 ・ チ ャ レ ン ジ ・ 感 動 〜
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位 置 ・ 交 通
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自 然 ・ 気 象
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あ　と　が　き　

平成26年12月

与論町役場　総務企画課

　この要覧は，与論町の概要をご理解いただけるように，必要な資料をできるだ

け多く収集し，掲載内容も一部変更いたしました。

しかしながら、内容や体裁などに、まだ不備な点が多いかと思います。

皆様の率直なご意見をいただければ幸いです。

　

　平成26年は，国においては消費税の増税や衆議院解散総選挙等大きな動き

がありました。また、豪雨による広島市での土砂災害、御嶽山の噴火等の自然災

害も多発した年でもありました。幸い本町は，昨年一昨年のような大規模災害は

ありませんでしたが，改めて復興と防災について意識させられました。

　また、平和の祭典であるソチオリンピックやノーベル物理学賞受賞など世界を

舞台とした日本人の活躍は、我々町民にも感動と希望を与えてくれました。

　本町においては，過去2年間大型台風被災により中止されていた町民体育大

会を盛大に開催することができ，台風災害からの復興の力強さを感じることがで

きた年でもありました。また、これまで永年の要望でもある奄振法の一括交付金

制度の新設が実現し、航路や航空路線の運賃低減や農産物等の輸送コスト支

援等が始まり地域経済の好循環が期待されるところであります。

　おわりに，町勢要覧の編集・発行に際し，ご協力くださいました関係機関の皆

様方に心から感謝の意を表しますとともに，今後とも一層のご指導とご協力をお

願い申し上げます。



E-mail︓kikaku@yoron.jp
公式ホームページ︓http://www.yoron.jp/
公式facebook︓https://www.facebook.com/yoroncho

皆さまからいただきました善意(寄付金)は、豊かな自然環境・
地域資源の保全や文化・芸能の伝承等４つの事業に使用させていただきます。

皆様の「ヨロン島への熱い想い」をお待ちしております。

ヨロン島サンゴ礁基金は、与論町役場ホームページからお申し込みができます。

http://www.yoron.jp/

編集・発⾏  与論町役場 総務企画課

〒891-9301  ⿅児島県⼤島郡与論町茶花32番地1
TEL︓0997-97-3111   FAX︓0997-97-4197
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